
東日本大震災 関連情報（第 23 報）  

 

平成 23年 10月 11日 

全国老人クラブ連合会 

 

 

●東日本大震災に関する、老人クラブ関連の情報をお伝えします 

 

１．「よみがえれ大船渡！力をあわせて復興へ」～仮設住宅での友愛活動実施 

     〔岩手県 大船渡市老連〕 

大船渡市老連では、この言葉をメインテーマに掲げ、前向きに復興に取り組んで

います。６月８日に女性委員会を開催して、本年度の主要活動として、被災者への

友愛訪問活動に取り組むこととしました。現在は、仮設住宅や民間借り上げ住宅な

どに居住している老人クラブ会員、一般高齢者を訪問しています。詳細は月刊『全

老連』12 月号にて報告の予定です。 

 

２．避難先からの報告                    〔福島県老連〕 

   仮設住宅に暮らす会員が、福島県高齢者芸能発表会へ招かれたこと、新潟の老人

クラブから届いた手紙についてふれています。 （別添「福島民報」参照） 

 

 

 

●支援活動 

 

１．「元気袋・日用品」コンテナ出発式がテレビ放映される   〔岐阜県老連〕 

  岐阜県老連から福島県老連へ送る「元気袋と日用品」は、コンテナ１台分になりま

した。９月２６日に行われた県老連前からの出発式には、ＮＨＫと岐阜放送が取材に

来て、放映されました。  

 

２．台風 12号の被災地へ救援物資を送る        〔三重県 尾鷲市老連〕 

  尾鷲市老連では、このたびの台風 12 号により大きな被害を受けた県内被災地  

（熊野市及び紀宝町）に対して、救援物資を送りました。熊野市へ送った時の記事を

添付します。（別添 参照） 

 

 


